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名
古
屋
南
民
商
は
、
来
年
4

月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
阻
止

し
よ
う
と
、
毎
月
、
署
名
・
宣

伝
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
値
上
げ
は
で
き
な
い
」

「
単
価
は
切
り
下
げ
ら
れ
」

「
材
料
費
は
上
が
り
」
そ
れ
で

も
、
商
売
を
続
け
よ
う
と
必
死

の
中
小
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
ん
な
時
に
増
税
な
ん
て
日
本

の
経
済
は
悪
く
な
る
一
方
で
す
。

今
月
は
４
月
７
日
（
水
）
金

山
南
口
で
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

強
い
風
と
曇
り
空
で
寒
い
中
、

法
被
を
着
た
役
員
、
事
務
局
員

11
人
が
元
気
に
署
名
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。

今
年
の
春
、
「
は
じ
め
て
の

消
費
税
申
告
」
の
新
会
員
の
方

が
い
ま
し
た
。
忙
し
い
だ
け
で
、

残
る
現
金
は
な
い
、
「
こ
ど
も

入
学
資
金
」
な
ど
重
な
る
出
費
、

「
消
費
税
が
無
い
時
代
に
商
売

し
た
か
っ
た
」
と
溜
息
。
「
民

商
は
納
税
相
談
に
も
の
り
ま
す

よ
」
と
役
員
の
声
。
早
速
、
対

策
会
議
、
税
務
署
交
渉
（
左
囲

み
記
事
）
を
行
い
ま
し
た
。

4
月
2
日
豊
明
支
部
（
村
瀬

支
部
長
）
で
は
、
三
崎
水
辺
公

園
で
、
毎
年
恒
例
の
花
見
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
が
降
り
そ
う
で

し
た
が
、
何
と
か
天
気
が
保
た

れ
、
桜
も
見
頃
で
し
た
。
会
員
、

商
工
新
聞
読
者
9
人
が
参
加
し

て
、
地
元
の
寿
司
屋
さ
ん
で
準

備

し

た

弁

当

と

ビ

ー

ル

を

広

げ

て

花

見

が

始

ま

り

ま

し
た
。

参

加

し

た

業

種

は

ク

リ

ー

ニ

ン
グ
業
、
大
工
、
床
屋
と
様
々

で
す
が
お
互
い
の
商
売
の
話
し

か
ら
、
豊
明
市
の
現
状
に
つ
い

て
の
話
も
あ
り
、
政
治
談
議
の

好
き
な
読
者
も
参
加
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
前
山

市
議
が
、
市
政
の
報
告
を
し
て
、

参
加
者
も
熱
心
に
聞
い
て
、
質

問
し
語
り
合
い
ま
し
た
。
最
後

に
豊
明
市
の
リ
ホ
ー
ム
助
成
創

設
に
向
け
都
市
計
画
課
と
懇
談

を
お
願
い
し
、
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。

花
見
は
支
部
の
恒
例
の
行
事

で
、
市
政
を
語
り
合
え
る
な
ど
、

充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
竹
内

達
夫
）

4月9日、熱田税務署へ納税相談の交渉

を行いました。税金対策部長の三浦副会

長（写真中央）と南光支部と大高支部か

らの相談者と事務局の計４人で、行いま

した。熱田税務署からは、杉本徴収１統

括と阪口2統括が対応しました。三浦副

会長が、「世間では、ｱﾍﾞﾉﾐｸｽといわれ

ているが、中小業者のおかれている立場

は、苦しい状態である。そのことを踏ま

えて対応して欲しい」と話し、納税者の

権利を主張しました。相談者2人が、い

ずれも消費税の分納の相談に来たことを

説明しました。30分くらいの交渉で、2

人とも話し合いは終わって、それぞれ、

納得いく金額の支払いで、交渉は終わり

ました。納税相談に参加した会員は、ほっ

とした様子で、心配事がなくなったこと

で、安心して仕事が出来ると語っていま

した。納税に困っている方は、ぜひ民商

まで相談に来て欲しいと思いました。

熱田税務署前にて（2013.4.9）

～業務連絡～
・連休について
5月1日はメーデーに参加し、5月2日～6日

まで事務所は休みになります。

マイクで訴える板平会長（2013.4.7）

署名依頼する役員＝金山駅（2013.4.7）

通行人と話がはずみました＝金山駅（2013.4.7）


